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　今年度の福祉大会は、六郷東根小学校の児童が福祉の誓い「地域社会の一員として
ま　ち

自ら参加し、協力し合い、安心して暮らせる地域づくり」を力強く宣言しました。

　また、いつ起こるかわからない災害に備えて、住民がお互いに助け合う仕組みづく

りを推進するために、阪神淡路大震災の記録ビデオを上映し、災害マップの作成など

を呼びかけました。
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赤い羽根共同募金運動・歳末たすけあい運動に
ご協力ありがとうございました
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ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました

赤い羽根共同募金運動・歳末たすけあい運動に
ご協力ありがとうございました

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
会
長
　
佐
　
藤
　
成
　
輝

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
平
成
二
十
二
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で

新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
も
「
ひ
と
り
の
不
幸
も
見
逃
さ
な
い
明

る
い
町
づ
く
り
」、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
、
地
域
福
祉
の

推
進
に
向
け
て
精
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
景
気
後
退
の
波
が
一
気
に
押
し
よ

せ
非
常
に
厳
し
い
状
況
の
中
、
住
民
の
皆
さ
ま

を
始
め
、
地
元
企
業
や
各
種
団
体
な
ど
大
勢
の

方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
相
談
活
動
や
住
民
の
皆
さ
ま
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
支
援
、
座
談
会

や
社
会
福
祉
大
会
な
ど
数
多
く
の
事
業
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
み

の
り
委
員
会
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る

「
お
た
す
け
マ
ン
」
と
「
災
害
マ
ッ
プ
」
の
作
成

は
、
地
域
福
祉
を
推
進
し
て
い
く
上
で
大
き
な

礎
と
な
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
美
郷
町
社
協
に
と
っ
て
変
革

の
年
に
な
り
ま
す
。
四
月
か
ら
は
現
在
旧
町
村

単
位
で
運
営
し
て
い
る
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
千
畑

へ
一
本
化
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
介
護
事
業
所

も
千
畑
へ
移
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
一
部
の

業
務
を
除
い
た
ほ
と
ん
ど
の
業
務
を
、
現
在
の

千
畑
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
昨
年
の
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
行
っ

た
地
域
福
祉
座
談
会
な
ど
で
も
住
民
の
皆
様
へ

説
明
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
安
な
面

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
よ
り
一

層
皆
さ
ん
の
元
へ
出
向
き
、
住
民
の
皆
さ
ま
の

不
安
を
少
し
で
も
取
り
除
け
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
し
、
相
談
活
動
な
ど
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
地
域
住
民
の

皆
さ
ま
の
格
別
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
春
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　10月から実施した赤い羽根共同募金運動、12月の
歳末たすけあい運動では、大勢の住民の皆さまから
ご協力いただきありがとうございました。おかげさ
まで大きな成果を上げることができました。
　赤い羽根共同募金運動は、住民の皆さまや地元企
業、町内の学校などの協力により目標金額に到達す
る見込みとなりました。今年度寄せられた皆さまの
善意は、主に町内の社会福祉事業を推進していくた
めの貴重な財源になります。
　美郷町社協としては、共同募金の配分金を有効に
活用し、地域住民への福祉活動の向上をはかるよう
努力していきたいと考えていますので、よろしくお
願いします。
　また、歳末たすけあい運動は、職域募金やチャリ
ティバザーなどで集められた義援金を町内の要援護
者世帯に贈呈し、明るいお正月を迎えてもらいたい
という目的で行っています。
　12月 13日に仙南公民館で開催したチャリティバ

ザーでは、住民の皆さまや関係団体、美郷町職員労働
組合などから、日用品や衣類など数多くの品物を出品
していただきました。
　バザー当日は、朝早くから大勢の方々にご来場いた
だき、出品していただいた品物はあっという間に完売
しました。どん菓子やお焼き、美郷パン工房（サン
ワーク六郷）のパンも完売するなど大盛況でした。

チャリティーバザー
大勢の方々で賑わいました
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お問合せ、ご意見等は千畑福祉センターまでお願いします・・
　　　　　　　住　所：〒019－1541　美郷町土崎字上野乙６番地１
　　　　　　　メール：senfuku@obako.or.jp
　　　　　　　電　話：０１８７－８５－２２９４
　　　　　　　ＦＡＸ：０１８７－８５－２２９１
a

　昨年10月から11月にかけて開催した福祉
座談会や福祉だよりでも皆さんにお知らせ
しているとおり、美郷町の統一性のある調
和がとれた地域福祉を進めるため、今年４
月から六郷と仙南地区にある社会福祉協議
会の事務所を廃止し、千畑福祉センターに
統合することといたしました。
　また、同じく仙南福祉センター内の美郷
町介護事業所も千畑福祉センターに移転し
ますので皆さんの深いご理解とご協力をお
願いいたします。
（介護事業は８ページをご覧ください）

●千畑中学校

●藤嶋医院

美
郷
町
役
場
●

千
畑
診
療
所
●

●
なかよし園
幼稚園・保育園

千畑中
グラウンド

●商工会

至太田至大曲
至角館

主
要
地
方
道
角
館
六
郷
線

町
道
餅
田
線

千
畑
福
祉
セ
ン
タ
ー

主要地方道大曲田沢湖線

＜千畑福祉センターの概要＞

　旧千畑町役場の跡地にあり、敷地は千畑中学校の北側に隣接し
ています。主要地方道角館六郷線には面しておらず、角六線の一
つ東側の町道餅田線沿いに設置されている施設です。
　鉄筋コンクリート造り平屋建て、建物の総面積は１，３３３平
方メートルで、平成１０年１０月に開設しました。事務室のほか
デイルーム、浴室、厨房、会議室、集会室、在宅介護支援センター
を併設しています。
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千畑福祉センターの正面玄関
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　話題・意見　
＜冬期の除雪について＞
　・除雪車が置いていく雪の塊は、腰が痛く処理に困る。
　　a　高齢者世帯などの場合は軽度生活援助事業が利用で

きます。シルバー人材センターへ問合せしてみてく
ださい。

　・空き家の除雪を誰かにやってもらいたい。
　・一斉除排雪事業が中止になった場合の連絡体制をはっき
りしてもらいたい。

＜高齢者・単身世帯について＞
　・隣家の高齢者世帯に電気が点いていなかったり、冬に除
雪されていないと体調が悪いのではないかと心配になる。

　・高齢者の交通事故が多く、暗くなってからは外出しない
ようにしている。

　・今年初めて単身日帰り旅行に参加して楽しかった。
＜近隣関係について＞
　・近所の付き合いが希薄になってきている。集落などで集
まる機会が少なくなり寂しい。

　・一人暮らしの高齢者が施設や病院から自宅に戻っても、隣
近所には連絡がない。それで何かあった場合は、隣近所
がなにやっていると言われる。周りがどれだけ難儀して
も、県外に住む家族（子供）たちは知らないふりなので、
県外の家族からも理解してほしい。

　・近隣の支えあいや声かけが大事だといわれるが、個人情
報やプライバシーなどと言われ難しい。

＜座談会について＞
　・地域住民の福祉に対する意識が低く集まりが悪い。せっ
かくいい内容の座談会なのに残念です。

　・集まる地域の範囲や連絡方法など工夫してほしい。土日
や夜だと若い人も参加できると思う。

　・福祉センターが統合になっても、座談会は開催して住民
の意見を聞いてほしい。

　　a　座談会は引き続き開催する予定です。
＜災害マップについて＞
　・災害マップについては、行政からも話しがきているが同
じなのか。

　　a　行政と一緒になって進めています。
　・災害マップはどのように作成するのか。
　　a　地域の方々と一緒に、一人暮らし・高齢者世帯・空

き家などを地図に記載して、地域で見守りを行って
いくためのものです。

＜共同募金・会費について＞
　・赤い羽根共同募金で千円以上といわれるが強制なのか。
　　a　金額はあくまでも任意です。集まった募金はその多

くが翌年度に社会福祉協議会へ配分され、地域福祉
事業に使われます。ご理解とご協力をお願いします。

　・チャリティバザーに出品する品物は必ず箱が必要ですか。
　　a　使い古しや汚れたり欠けたりしていなければ、箱が

なくても大丈夫です。
　・チャリティバザーについて、来年度以降はどこで開催さ
れますか。

　　a　各地区持ち回りになる予定です。

＜介護事業について＞
　・生活支援ホームヘルプサービス事業はどんな制度ですか。
　　a　介護保険外の方を対象として、町単独でヘルパーを派

遣する事業です。
　・出張理容券はショートステイ中でも使えるのか。
　　a　自宅への出張代としての利用ですので、施設への出張

は遠慮してもらっています。
　・介護認定などの相談は、千畑まで出向かないといけなくな
るのか。

　　a　電話などで連絡していただければこちらから出向きます。
　・介護タクシーを利用したいがどうすればいいのか。
　　a　担当ケアマネや介護事業所に相談してください。社協

の移送サービスもありますので、ご相談ください。
＜組織体制の一本化について＞
　・経費削減などから組織が一本化されるのはいいが、六郷・
仙南の住民対応が悪くならないようにしてほしい。

　　a　相談や募金・会費集金などは職員が出向くようにして
いきます。書類などは、町の出張所にポストを設ける
予定です。

　・どうして福祉センターを統合するのか。
　　a　現在のように３センターを運営していくと経費もかか

ります。皆さんからいただいた貴重な会費や寄付な
どを有効に活用していくために、福祉センターの統
合を行うこととしました。仙南、六郷センターは町か
らの借り物で、千畑センターは社協のものですので、
千畑福祉センターへの統合になりました。

＜行政関係について＞
　・スポーツ大会・講演などは仙南地区で開催することが多
い。場所が遠くて参加できない。

　・一概にプライバシーといわずに、敬老会名簿を出してほしい。
　・バスが廃止になり困っている。乗り合いタクシーをもっと
便利にしてほしい。

＜その他＞
　・生きがいデイサービスを利用したいが、どうすればいいか
わからない。

　　a　連絡いただければ説明に出向きます。
　・平成２３年度まで火災報知機の設置が義務化されたが、押
し売りやニセ販売業者が心配される。

　・近所のスーパーが閉店して、日常の買い物にとても困って
いる。

　・未婚者の出会いの場があればいい。
　・働く場が少なく若い人は出て行ってしまう。

　要望など　
　・アパートの住民と繋がりがなく、町内会費も集めることが
できずに困っている。

　・社協行事のときは、チラシや通知だけでなく広報車などで
お知らせしてほしい。

　・電話をしたときに「わからない」、「係りがいない」などの
対応をしてほしくない。

　・行政等も巻き込んで、若い世代に「地域の輪」を作っても
らいたい。

地域福祉座談会を開催しました　　
　１０月２６日から１１月２０日まで、平成２１年度の地域福祉座談会
を町内の集落会館など８６箇所で開催し、述べ８０６人に参加していた
だきました。今年度の座談会では、各福祉事業や災害マップの作成、４
月からの福祉センターの統合などについて説明し、たくさんの貴重なご
意見やご要望をいただきました。
　皆さんからいただいたご意見やご要望は、今後の社協活動に結び付け
ていきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。

座談会で話し合われた内容、寄せられたご意見やご要望などを項目ごとにお知らせします。

よりよい
社協活動に
向けて
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●秋田県知事表彰

区　　　分 地　　区 氏名または名称

社会福祉功労
仙　　　南 澁　谷　喜　一
千　　　畑 二　十　日　会

民生児童委員功労 六　　　郷 後　藤　貴　子
●秋田県社会福祉協議会長表彰

区　　　分 所　　属 氏　　名
社会福祉事業功労 仙南福祉センター 戸　沢　ます子

●秋田県共同募金会長表彰
区　　　分 所　　属 氏　　名

千畑福祉センター 渋　谷　真　弓
役職員功労 仙南福祉センター 佐　藤　　　幸

千畑福祉センター 小　西　蓉　子

第6回美郷町社会福祉大会を
開催しました

ま　ち

　「安全な地域　美郷をめざして」をテーマに、第６回社会福祉大会を10月
21日に仙南公民館で開催しました。当日は、雨が降ったり止んだりとあい
にくのお天気でしたが、住民や関係者など約300人から会場に足を運んでい
ただきました。
　最初に行われた式典では、永年にわたり社会福祉活動に貢献のあった７個
人１団体に表彰状、20個人２団体に感謝状を贈呈し、県知事表彰などを受
賞された方に対して表彰状が伝達されました。その後は、六郷東根小学校の
児童が福祉の誓いを宣言し、参加者全員の万歳三唱で締めくくりました。
　次に行われた事例発表では、六郷東根小学校と千畑中学校の児童生徒がプルタブ回収や地域の人たちと一緒に
行ったサツマイモ栽培、六郷高校福祉科の生徒が介護実習やサンワーク六郷との交流などについて発表しました。
　後半では、阪神淡路大震災の様子を記録したビデオを上映したほか、アトラクションとして田澤千寿子さんの歌、
ブラボー中谷さんのマジックが披露され会場を盛り上げました。

◎第６回社会福祉大会受賞者名簿（敬称略）
●美郷町社会福祉協議会長　表彰状

区　　　分 地区または団体 氏名または名称

永年勤続役員 仙　　　南 　橋　恒　二
六　　　郷 高　橋　　　愛

永年勤続評議員
仙　　　南 照　井　恒　夫
仙　　　南 吉　川　良　治

善行・奉仕活動
仙　　　南

美郷町老人クラブ
連合会仙南支部

美郷町身体障害者協会 　階　重　美
福祉団体（個人）美郷町身体障害者協会 高　橋　アサ子

美郷町身体障害者協会 森　川　美智男
●美郷町社会福祉協議会長　感謝状

区　　　分 地　　区 氏名または名称
六　　　郷 　 　照　見
千　　　畑 齊　藤　忠　治

退任理事
六　　　郷 亀　谷　美枝子
千　　　畑 加　藤　伊三雄
千　　　畑 　階　昭　男
六　　　郷 辻　　　一　志

退任評議員 六　　　郷 鈴　木　貴智子

退任福祉委員
千　　　畑 新　田　政　武
千　　　畑 斉　藤　通　英

退任民生児童委員
千　　　畑 畠　山　金　男
千　　　畑 　階　笙　子
六　　　郷 　 　照　見
東　京　都 煙　山　　力
千　　　畑 コスモスの会
横　手　市 （有）ダスキンよねや
千　　　畑 戸　沢　一　彦

高額寄付者 仙　　　南 松　田　須美子
仙　　　南 小田島　　　誠
仙　　　南 澁　谷　和　之
六　　　郷 井　合　和　人
千　　　畑 照　井　正　樹
六　　　郷 久　米　俊　造

田澤千寿子さんとブラボー中谷さん
楽しいアトラクションで会場を盛り
上げてくれました。
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�� !"#$��� !

�� ��� !"#$%&�� !"#$%&'()*+,$-.
　　　　　　“トータルケアみのり委員会「災害ボランティア」班”からのお願いです。
　昨年、一人暮らし高齢者へ災害・緊急時の避難場所や協力者に対するアンケート調査を実施したところ、
７７％以上の方々から回答が寄せられ、災害に関する関心の高さが伺われました。
　「美郷町は、地震も豪雨もなくていい所だ」と思っていても、いつ災害が発生するかわかりません。地域で
支えあい・助け合いの組織づくりの一環として＜災害マップ／仮称・お互いさまマップ＞を地域の皆さんで
作成してみませんか？

＜災害・緊急時の避難場所や協力者に関するアンケート集計結果＞
○ 調査対象者　町内の「一人暮らし高齢者」４５６人　うち回答者３５４人（回答率７７．６％）※複数回答

　　※問１，２，３については複数回答ありのため合計が１００％を超えます。

○災害時の心配事や悩みを記載していただきました。

�� !"#$%&�� !"#�� !"

�� !"#$%&'()�� ��� 

�� !"#�� !"#�� !"#$

�� !"#$%&&'()*+,

�� !"#$%&'()*+,-./�

�� !"#�$%&

問2
　災害時・緊急時にあなたの近くで避難

　　　できる場所はありますか。
　ア：ある ２８８（８１．５％）
　イ：わからない ２９（　８．２％）
　ウ：ない １１５（３２．５％）
　　　無回答 ５（　１．４％）

問4
　上記の個人情報を協力してくれる方へ

　　　お知らせしてもよろしいですか。
　ア：はい　　　　２９０（８１．９％）
　イ：いいえ　　　　１３（　３．７％）
　　　無回答　　　　５１（１４．４％）

問1　
災害時（地震、豪雨、雪害、大火災）・
緊急時に避難する際に、近所や親戚な
ど協力してくれる方はいますか。

　ア：いる ２８８（８１．５％）
　イ：いない ６４（１８．１％）
　　　無回答 ５（　１．４％）

問3　
災害時に自宅が崩壊した場合、数日間

　　　宿泊するところはありますか。
　ア：ある　　　　２４９（７０．３％）
　イ：わからない　　２４（　６．８％）
　ウ：ない　　　　　９３（２６．３％）
　　　無回答　　　　　９（　２．５％）

��=�=��

・大勢の生活が苦手で、災害時の食事が心配
・水と食料が心配
・通帳の再交付ができるのか
・家財道具や衣類などどうしたらいいのか
・弁当、水などは一次避難所まで配達されるのか
・高齢者で一人暮らしのため支援をお願いしたい

�=�=�=�=�=�

・公共施設が遠いので（そこまで行くのが）困難
・県外に住む子供達とすぐ連絡とれるシステムがあ
ればいい

・日中に災害が起きた場合はなんとか避難できると
思うが、夜は心配なので誰が声かけしてくれる
人がいればいい

・避難の際には、みなさんの協力をいただきたい
・今までは子どもを頼っていたが、いざという時は
どうしたらいいか分らない

��=�=�=�

・自宅が崩壊した場合、整理することができるのか
・災害時にいつも来ているヘルパーが協力してくれ
ると心強い

・年金が少ないので、建物の解体や後片付けの費
用、ケガや入院の場合の費用が心配

・自宅が崩壊し、家財道具や衣類、通帳など全部な
くした時はどうすればいいのか教えてほしい

・地域に親戚、友人、知人がいないのでよろしくお
願いしたい
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�� !"#$%&'(��・
　日常生活で直面する「ちょっとした困りごと」
や「不便を感じた時」などに、依頼に応じて「お
たすけマン」が参上し、お手伝いするものです。

�� !"#$%&'()*
　依頼者とおたすけマン（ボランティア）がお互
いに気を使わないようにするため、30分程度で
300 円を目安とした利用料をいただいておりま
す。利用料は、おたすけマンが活動するためのガ
ソリン代などの実費に充当させていただきます。

�� !"#$%
�� !"#$%&&'(

　おたすけマンの利用申込みは、平日の午前9時
から12時まで、�� !"#$%（まめだ屋内・
���UQ�NTRU）で受付します。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

�� !"#��� !"#$
�� !"#$%&%'

　「あなたの脚・腰大丈夫！？」をテー
マに、健康講話を開催しました。今回
は大仙市で高橋治療院を開設している
高橋和彦先生を講師に、約３０名の参
加者が先生と一緒に体を動かしながら
体のメンテナンス方法などを勉強しま
した。
　中でも「片足で立つだけで転倒予
防！？」になるというダイナミックフ
ラミンゴ療法は、一日３回（左右計６
回）を行うと骨粗鬆症にも効果がある
ということで、実践した参加者からは
「自宅でもやってみたい」などの声が聞
かれました。

�� !"#$%&'()*+,-.

　美郷町社協では、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らして
いけるよう、町内の学校や企業・団体、ボランティア参加者な
どの協力により、一人暮らしの高齢者宅などを中心に除排雪作
業を行ってきました。
　今年度も次のとおり実施する予定で準備を進めており、ボラ
ンティアで一斉除排雪事業にご協力いただける方を募集してい
ます。ご協力いただける方については、各福祉センターへ連絡
をお願いします。
●実施予定日
　　　　　千畑中学校の生徒さんと一緒に除排雪を行います。
　　　　　　１月１７日（日）午前１０時～　
　　　　　　２月　７日（日）午前１０時～　
　　　　　連絡先：千畑福祉センター　電話（８５）２２９４
　　　　　六郷高校、六郷中学校の生徒さんと一緒に除排雪を
　　　　　行います。
　　　　　　１月２９日（金）　午後２時～
　　　　　　２月　５日（金）　午後２時～
　　　　　連絡先：六郷福祉センター　電話（８４）０３７８
　　　　　仙南中学校の生徒さんと一緒に除排雪を行います。
　　　　　　１月２０日（水）　午後２時～
　　　　　　２月１７日（水）　午後２時～
　　　　　連絡先：仙南福祉センター　電話（８３）２１２２
　　※集合場所や集合時間などについては、後日連絡します。
●訪問先　町内の一人暮らし高齢者宅など

千畑
地区

六郷
地区

仙南
地区

�� !"�� !"#$%&'"(�� !"#$%

�� !"#$%&'()*+*,!��

�� !"#$%
������ !"#$%&'()*+
　おたすけマンが行うサービスは、買い物、家事
一般、薬もらい、ゴミ出し、届け物、灯油の取り
扱い、電気器具（電球交換など）、公的機関への手
続きの8種類です。

�� !"#$%&'()*
　おたすけマン事業を利用できる方は、子育てを
している家庭、高齢者、病気やケガにより手助け
が必要な方などです。

�� !"#$%&'()*+,)-.
　依頼内容が事業の目的や趣旨に合わない場合、
ヘルパーやシルバー人材センター等の利用が好ま
しい場合は、利用できない場合もあります。公的
機関の手続きなど、内容によっては対応できない
ものもあります。詳しくはおたすけマン受付まで
お問合せください。

�� !"#$%&'()*+,'-./012345�� !"#$%�� !"#$%&�� 

�� !"#$%&'()����

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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　みさと福祉だよりや福祉座談会等でお知らせしていましたが、平成２２年度からの千畑・六郷・
仙南福祉センターの統合に伴い、仙南福祉センター内にあった美郷町介護事業所も千畑福祉セン
ターへ移動することになりました。
　千畑福祉センターへの移動は４月の予定ですが、居宅介護支援事業のみ先駆けて昨年の12月１
４日から千畑福祉センターに移り、ケアマネージャーは通常業務を行っています。訪問介護事業及
び訪問入浴介護事業の移動については４月の予定です。
　いろいろとご不便をおかけいたしますが、町民の皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。
　なお、美郷町介護事業所の専用電話及びFAX番号は下記のとおりです。

美郷町介護事業所
居宅介護支援事業

新住所　美郷町土崎字上野乙６番地１（千畑福祉センター内）
　　　　電　話　０１８７（８７）６１２８
　　　　ＦＡＸ　０１８７（８５）２２９１
　　　※ FAX番号は４月に変わります。

■訪問介護事業・訪問入浴介護事業に関しては、３月まで仙南
福祉センターで業務を行いますので、これまでと同様にご利
用ください。
　　　　電　話　０１８７（８３）２１２２
　　　　ＦＡＸ　０１８７（８３）２１６７

厚生労働大臣表彰を受賞しました

　全国社会福祉大会で、六郷
小学校が厚生労働大臣表彰を
受賞しました。
　手作りのチラシや募金箱を
作成し全校生徒へ募金を呼び
かけるなど、23年間にわたり
共同募金運動に奉仕した功績
が認められました。
（写真はふれあい委員会・嶋田
芙美佳さん）

千畑中学校、仙南中学校から
寄付をいただきました

　千畑中学校、仙南中学校の生徒会から福祉活動に役立て
ていただきたいと、学校祭のバザーの収益金などを寄付し
ていただきました。
　いただいた寄付は、
地域福祉の推進のた
め大切に使わせてい
ただきます。ありが
とうございました。
（写真は千畑中学校の
生徒さん）

全国社会福祉協議会会長表彰
を受賞しました

　全国社会福祉大会で、本会
副会長の加畠徹さんが全国社
会福祉協議会会長表彰を受賞
しました。
　本会の役員として28年間
にわたり地域福祉の推進に努
めてきた功績が認められまし
た。

六郷東根小学校から
サツマイモを届けていただきました

　六郷東根小学校から、
学校で育てたサツマイ
モにお手紙添えてプレ
ゼントしていただきま
した。いただいたサツ
マイモは、高齢者など
へお届けするお弁当の
食材として使用させて
いただきました。あり
がとうございました。
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福
祉
科
二
年
生
の
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
施
設
実
習
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
介
護

の
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
仕
事
に
対
す
る
責
任
の
重

さ
を
感
じ
た
実
習
で
し
た
。
冬
休
み
明
け
に
は
後
期
の
実
習

が
あ
り
ま
す
。
よ
り
専
門
的
・
実
践
的
な
実
習
と
な
る
た
め
、

学
習
に 

力
を
入
れ
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
三
年
生
は
一
月
末
に
行
わ
れ
る「
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
」

に
向
け
て
追
い
込
み
に
入
っ
て
い
ま
す
。
合
格
ラ
イ
ン
を
目

指
し
、
冬
休
み
返
上
で
登
校
し
、
模
擬
問
題
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
よ
い
結
果
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　 =

�=

�
�
 
!
"
 
#
$=

�

　
◇
十
月
二
十
一
日
（
水
）
仙
南
公
民
館
を
会
場
に
第
６
回

美
郷
町
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
、
福
祉
科
二
年
生
の
今
野
春

菜
さ
ん
と
粕
谷
栞
さ
ん
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
学
ん
だ

こ
と
」
と
題
し
て
、
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

  

地
域
の
方
々
か
ら
教
え
ら
れ
、
学
ん
だ
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
、「
優
し

さ
と
い
う
力
」に

「
思
い
や
り
の

心
」「
温
か
い
心
」

を
重
ね
て
、地
域

と
共
に
成
長
し

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

�=

�
�
 
!
"
#
$
%
&
'
(=

�

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
介
護
福
祉
士
に
な
る
こ
と
で
す
。

こ
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
積
極
性
と
協
力
性
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

私
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
活
動
の
中
で
た
く
さ
ん
の
方
と
ふ
れ
合
う

中
で
、 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
学
び
、人
の

気
持
ち
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

一
年   

高 

橋 

彩 

佳
　

　
後
期
の
授
業
か
ら
、
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
社
会
福

祉
基
礎
に
加
え
、
三
つ
の
福
祉
の
専
門
科
目
を
学
ぶ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
介
護
福
祉
士
の
受
験
資
格
を
得
る

た
め
、
今
ま
で
以
上
に
真
剣
に
授
業
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
自
分
の
出
来
る
こ
と
を
一
生
懸
命
に
や

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
福
祉
科
の
生
徒
と
し
て
頑
張
り
た
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
新
し
い
仲
間
た
ち
と
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

一
年   

佐 

藤 

友 

香
　

　
私
は
高
校
在
学
中
に
国
家
試
験
に
合
格
し
、
そ
の
後

は
介
護
福
祉
士
と
し
て
働
く
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
一
年
生
の
時
か
ら
、
地
域
と
技
術
を
ど
ん
ど

ん
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
福
祉
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
優
し
さ
と
思
い
や
り

の
心
だ
と
思
い
ま
す
。
福
祉
を
学
ぶ
一
人
と
し
て
、
こ
の

力
を
身
に
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
た
く
さ
ん
の
体
験
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
も
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
年   

伊 

藤 

未
那
子
　

 

◇
十
月
二
十
四
日
（
土
）・
二

十
五
（
日
）「
大
仙
市
秋
の
稔
り

フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
、
六
郷

高
校
福
祉
科
は
「
目
指
せ
介
護

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
を
テ
ー

マ
に
展
示
を
し
ま
し
た
。

◇
来
年
度
か
ら
福
祉
科
で
学
ぶ
一
年
生
と
福
祉
科
三
年
生
が
、

一
緒
に
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
福
祉
の

心
が
伝
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

◇
創
立
当
時
植
樹
さ
れ
た
桜
も
老
木
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

十
一
月
十
三
日
（
金
）
三
年
生
各
ク
ラ
ス
の
代
表
が
新
し
い

桜
の
苗
木
を
植
樹
し
ま
し

た
。

　
き
れ
い
な
花
が
咲
く
よ
う

に
と
願
い
を
込
め
て
植
え
ま

し
た
。
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（
平
成
21 

年
10
月
１
日
〜
12
月
28
日
受
付
分
）

　
駅
前

照
井
　
　
昇
様

　
百
目
木（
千
畑
）

森
川
周
右
ェ
門
様

　
千
屋
北
部

戸
澤
　
清
美
様

　
上
中
野
町

小
林
　
　
聡
様

　
大
坂

中
村
　
　
誠
様

　
黒
沢

高
階
　
量
子
様

　
茨
島

佐
藤
　
弘
幸
様

　
中
関

本
間
　
慶
一
様

■
物
品
寄
付

　
今
泉

久
米
　
キ
サ
様

　
　
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
・
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
シ
ャ
ツ

　
後
三
年

高
橋
　
千
枝
様

　
　
　
　
　
　
　
チ
ラ
シ
で
作
っ
た
升

　
駅
前
　
ふ
れ
愛
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
代
表

照
井
　
ア
イ
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
オ
ル
一
式

　
以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善
意

の
金
品
を
頂
き
ま
し
た
。

　
ご
厚
意
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
場
合
、
必
要
な

方
へ
は
が
き
（
忌
明
け
・
快
気
祝
い
等
）

を
無
料
で
作
成
し
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

■
一
般
寄
付

　
仙
南
中
学
校
生
徒
会

様

　
六
郷
婦
人
会
　

会
長
岩
田
　
　
貞
様

　
よ
ね
や
株
式
会
社

様

　
下
中
野
町

森
川
　
ミ
サ
様

　
杏
授
苑

様

　
中
野

田
澤
千
寿
子
様

　
千
畑
中
学
校
生
徒
会

様

　
紀
の
国

高
橋
　
常
雄
様

　
Ｊ
Ａ
一
丈
木
西
女
性
部

様

　
秋
田
建
築
労
働
組
合
大
曲
支
部

　
　
　
　
　
支
部
長

片
野
　
良
治
様

　
赤
城

梅
川
　
知
子
様

　
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

様

　
コ
ス
モ
ス
の
会

様

　
土
崎
北
部

熊
谷
三
治
郎
様

　
匿

名

■
香
典
返
し

　
本
堂
中
部

荒
川
　
誠
子
様

　
御
前

渋
谷
　
　
大
様

　
山
本

佐
藤
　
ユ
キ
様

　
上
町

藤
井
　
文
子
様

　
千
屋
中
部

高
橋
　
哲
男
様

　
四
ツ
谷

深
沢
　
　
匡
様
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　最近、いろいろな行事やイベントで、サンワーク六郷の「美郷パ

ン工房」のスタッフがパンを販売している姿を見かけます。福祉大

会やチャリティバザーでも、美郷パン工房のスタッフが一生懸命に

メロンパンやプチクロワッサンなどを販売していました。

　美郷パン工房のパンは、平日のお昼ころからまめだ屋で販売して

います。まめだ屋でひと休みしながら、美味しいパンを食べてみて

ください。温かいコーヒーでおもてなししますよ･･･。

　
先
日
、
藤
里
町
か
ら
視
察
に
来
て
く
れ
た
方
々
を
清
水
め
ぐ
り

に
案
内
し
ま
し
た
。
今
の
時
期
は
湧
水
量
も
少
な
く
観
光
に
適
し

た
季
節
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、大
変
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
分
と
し
て
も
、
久
し
ぶ
り
に
町
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
こ
と
が
で

き
、
少
し
だ
け
町
の
よ
さ
を
再
発
見
で
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
福
祉
だ
よ
り
も
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
皆
さ
ん
に

き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
自
問
自
答
し
な
が
ら
の
編

集
作
業
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
寄

せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
の
）
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